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特集

　
「
69
年
前
に
起
こ
っ
た
ヒ
ロ
シ
マ

の
惨
禍
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
願
う
の
は
、
ひ
ろ
し
ま
に
住

む
人
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
人
々
の

切
な
る
願
い
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

被
爆
の
声
な
き
証
言
物
で
あ
る
遺
跡

や
碑
、
被
爆
者
の
体
験
談
や
平
和
を

希
求
す
る
叫
び
を
、
人
々
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
試
み
の
一
つ
と
し
て
、

伝
え
る

伝
え
る

2014ピースアクション in ヒロシマ

次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

平
和
公
園
周
辺
に
あ
る
遺
跡
や

『
碑
』
を
説
明
す
る
〝
子
ど
も
碑
め

ぐ
り
ガ
イ
ド
〞
が
昨
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
年
で
、
２
年
め
と
な
る
『
こ

ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
』、当
初
、「
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
…
」
と
懸
念
す
る

大
人
を
尻
目
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、

平
和
の
伝
道
者
と
し
て
の
努
め
を

立
派
に
果
た
し
て
い
ま
す
。　

子ども碑めぐりガイド和田千礼さん（小６）子ども碑めぐりガイド安原あかりさん（中２）子ども碑めぐりガイド和田心侑さん（小４）子ども碑めぐりガイド池田風雅くん（中２）

子ども碑めぐりガイド寺田帆波さん（小4）

原爆ドームの前で説明をする子ども碑めぐりガイド大平鈴音さん（中３）
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子
ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
が
、
平

和
を
伝
え
る
役
目
を
立
派
に
果
た
し

て
い
る
一
方
で
、
広
島
に
お
け
る

『
I 　
　
　
　
　

』
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
、
ダ
ン
ス
と
歌
・
演
劇
を
通
し

て
平
和
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

木
原
世
宥
子
と
い
う
平
和
を
願
う

一
人
の
ダ
ン
ス
指
導
者
の
思
い
が
ひ

と
つ
の
形
と
な
っ
た
創
作
劇
。
演
じ

る
ス
タ
ッ
フ
は
、
30
〜
50
人
。
平
和

な
未
来
へ
願
い
を
込
め
る
と
い
う
意

伝
え
る

伝
え
る

2014ピースアクション in ヒロシマ

味
で
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
、
大
人

ま
で
が
参
加
。
広
島
に
投
下
さ
れ
た

原
爆
を
題
材
に
、
戦
争
や
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
、
凄
惨
さ
・
そ
し
て
悲
し

さ
を
通
し
て
平
和
の
大
切
さ
と
、
戦

争
の
な
い
未
来
を
願
っ
て
。
原
爆
が

落
ち
る
前
の
広
島
、
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
広
島
、、
復
興
の
広
島
を
、
ダ

ン
ス
・
歌
・
演
劇
を
通
し
て
描
き
、

平
和
を
心
か
ら
願
う
熱
い
思
い
が
、

舞
台
に
充
ち
満
ち
て
い
ま
す
。

I PRAY 広島YMCAスタジオでの稽古風景

呉市から通いながら稽古に励む中野さくらさん

兄弟を演じる参加者

無心に稽古に打ち込む少女の瞳の輝きは印象的だ

原爆が炸裂した瞬間を演じる

P
R
A
Y
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デ
ン
マ
ー
ク
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

展
示
館
を
訪
れ
た
時
、
説
明
担
当
者

か
ら
「
固
定
さ
れ
た
考
え
の
大
人
を

教
育
す
る
よ
り
も
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
教
育
を
…
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
動
向
も
あ
っ
て
か
、「
環

境
や
平
和
の
問
題
は
子
ど
も
た
ち

で
」、
と
い
う
考
え
や
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
き
た
。
広
島
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
も
、
命
や
平
和
の
尊
さ

を
、
子
ど
も
た
ち
の
力
で
、
同
じ
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
、
と

い
う
考
え
で
、『
子
ど
も
碑
め
ぐ
り

ガ
イ
ド
』
を
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
研
修
の
場
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

８
月
４
日
の
本
番
の
日
を
控
え
た

７
月
26
日
（
土
）、
平
和
記
念
資
料

館
前
に
集
合
し
た
関
係
者
と
６
名
の

子
ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
。

　

一
行
は
、
ガ
イ
ド
２
名
ず
つ
３
つ

の
班
に
分
か
れ
て
平
和
公
園
内
の
、

被
爆
ア
オ
ギ
リ
、
原
爆
死
没
者
供
養

塔
、
原
爆
の
子
の
像
、
原
爆
ド
ー
ム

を
め
ぐ
り
、
交
代
で
説
明
練
習
を
繰

り
返
し
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
の
大
平
鈴
音
さ
ん

は
、「
広
島
に
生
ま
れ
て
、
原
爆
の

こ
と
や
平
和
運
動
に
興
味
を
持
っ
て

い
ま
し
た
」
と
参
加
の
動
機
を
語
リ

ま
す
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
の
す
す

め
も
あ
っ
て
子
ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ

ド
に
。
そ
の
結
果
、
友
達
か
ら
も
支

持
さ
れ
、
平
和
の
こ
と
を
詳
し
く
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
正
し
い
真
実

を
伝
え
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

大
阪
出
身
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

研
修
に
参
加
し
た
寺
田
帆
波
さ
ん

（
小
４
）。「
子
ど
も
の
言
葉
で
子
ど

も
に
…
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の
思
い

を
受
け
て
、
顔
を
紅
潮
さ
せ
眼
を
輝

か
せ
な
が
ら
澄
ん
だ
よ
く
通
る
声
で

碑
の
説
明
を
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
に
は
、
子
ど
も
の
心
で

…
」、
と
企
画
さ
れ
た
『
子
ど
も
碑

め
ぐ
り
ガ
イ
ド
』。
２
回
目
の
今
年
、

純
粋
な
子
ど
も
た
ち
の
熱
い
思
い

が
、
明
日
を
担
う
同
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
、
命
と
平
和
の
尊
さ
を
確
実

に
伝
え
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

私たちが繋ぎます

　

広
島
に
お
け
る
ダ
ン
ス
の
代
表
的

指
導
者
の
木
原
世
宥
子
さ
ん
は
、
か

ね
て
よ
り
命
の
尊
さ
を
テ
ー
マ
に
、

「
子
ど
も
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
私
た
ち
の

手
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
が

今
か
ら
19
年
前
に
平
和
創
作
劇
と
し

て
実
現
し
た
の
で
す
。

　
『
I 　
　
　
　

』
と
称
す
る
木
原

さ
ん
が
演
出
・
振
付
・
制
作
す
る
創

作
劇
。
広
島
市
の
中
心
部
に
あ
る
広

島　
　
　
　

の
練
習
ス
タ
ジ
オ
に
は

小
学
生
低
学
年
か
ら
高
校
生
・
大
学

生
・
成
人
約
40
名
が
集
ま
り
、
８
月

５
日
の
舞
台
発
表
に
向
け
て
猛
練
習

中
で
す
。

　

原
爆
投
下
前
の
広
島
の
市
民
の
営

み
、
投
下
の
瞬
間
、
そ
の
後
の
惨

劇
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

人
々
を
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕

立
て
に
し
た
舞
台
は
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
、
熱
い
想
い
を

込
め
て
演
じ
て
い
る
だ
け
に
、
見
る

者
を
引
き
込
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

I 　
　
　
　

に
参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
に
は
、「
挨
拶
や
礼
儀
作
法
、

箸
の
上
げ
下
ろ
し
ま
で
細
か
く
指
導

し
ま
す
」
と
い
う
木
原
先
生
の
も
と

で
、
若
い
人
た
ち
は
、
平
和
の
尊
さ
、

生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
、
身
を
も
っ

て
学
び
ま
す
。

　
「
平
和
に
つ
い
て〝
伝
え
る
〞に
は
、

次
の
時
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
そ
の

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
」
だ

と
考
え
る
木
原
先
生
。「
教
え
る
と

い
う
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

自
分
も
学
ん
で
い
ま
す
」、
と
創
作

劇
参
加
者
の
思
い
を
代
弁
し
ま
す
。

　

呉
市
か
ら
稽
古
に
通
っ
て
く
る
中

野
さ
く
ら
さ
ん
（
中
２
）
は
、「
創

作
劇
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

平
和
の
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
眼
を
輝
か
せ
ま
す
。「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か
ら
原
爆
の
こ
と
を
聴
い

て
、
自
分
も
創
作
劇
を
通
じ
て
平
和

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
」
と

参
加
し
た
法
道
寺
巧
く
ん
（
中
２
）。

二
人
を
含
め
た
稽
古
に
励
む
30
名
近

い
人
た
ち
は
、
平
和
の
尊
さ
、
生
き

る
喜
び
を
自
分
た
ち
の
全
身
全
霊
を

通
し
て
訴
え
て
い
ま
す
。
平
和
の
若

き
伝
道
者
が
、
確
実
に
こ
の
地
ヒ
ロ

シ
マ
に
育
っ
て
い
ま
す
。

法道寺さんと話す木原先生

熱い想いで演じる中野さくらさん

お母さんと一緒に参加した寺田帆波さん

真剣な面持ちで説明する大平鈴音さん

P
R
A
Y

Y
M
C
A

P
R
A
Y

木原世宥子（きはら  ようこ）プロフィール
広島におけるダンスの代表的指導者。演出・構成・
振付等のトータルコーディネーターとして、アジ
ア大会スポレク、ねんりんピック、国民文化祭、
世界音楽祭、育樹祭、ロータリー世界大会などを
演出。テレビ・ラジオ・CM・映画などでも活躍中。
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８
月
５
日
、『
ヒ
ロ
シ
マ
虹
の
ひ

ろ
ば
』、
会
場
の
広
島
県
立
総
合
体

育
館
（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
の
熱

気
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
「
伝
え
よ
う
、
明
日
へ
未
来
へ
」

を
合
言
葉
に
〝
継
承
と
創
造
〞
で
ヒ

ロ
シ
マ
か
ら
平
和
な
未
来
を
築
こ

う
！　

と
集
っ
た
１
２
０
０
人
の
参

加
者
。
第
１
部
虹
の
ス
テ
ー
ジ
オ
ー

プ
ニ
ン
グ　
　
　
　
　
　

の
和
太
鼓

演
奏
で
一
気
に
会
場
の
熱
気
が
高
ま

り
ま
し
た
。
松
井
一
實
広
島
市
長
挨

拶
、
主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、
被
爆

者
代
表
大
越
和
郎
さ
ん
、
組
合
員

代
表
片
岡
路
子
さ
ん
の
リ
レ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
、　　
　
　
　

の
創
作
劇
、

大
学
生
代
表
、
子
ど
も
代
表
の
リ

レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
被
爆
の
証
言

継
承
と
未
来
の
平
和
の
創
造
を
誓
い

ま
し
た
。

　

虹
の
ひ
ろ
ば
会
場
で
は
、
各
地
か

ら
参
加
し
た
生
協
ブ
ー
ス
で
人
々
の

交
流
が
図
ら
れ
、
展
示
パ
ネ
ル
に
見

入
る
人
々
、
ク
イ
ズ
に
参
加
す
る
人

た
ち
と
、
年
々
虹
の
ひ
ろ
ば
が
人
々

の
間
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

和
太
鼓
演
奏
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
大
学
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
大
人
気
。
そ
し
て
、
平

和
を
願
っ
て
参
加
し
た
参
加
者
は
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
虹
の
ひ
ろ
ば
合
唱
団

と
と
も
に
合
唱
し
、
平
和
の
伝
承
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

虹のひろば

I PRAYの原爆を題材にした創作劇によるリレーメッセージオープニングを飾った和☆ROCKの和太鼓演奏今年も好評を博した安田女子大学生の書道パフォーマンス

挨拶する松井一實広島市長主催者を代表して挨拶する日本生協連和田寿昭専務理事 第１部虹のステージオープニング参加者全員で原爆の犠牲者に黙祷を捧げる

リレーメッセージを読む被爆者代表大越和郎さん組合員代表片岡路子さんのリレーメッセージ

安田女子大学書道学科生のリレーメッセージ

子ども碑めぐりガイド代表のリレーメッセージ虹のひろばにも設けられた展示に見入る参加者

医療生協ブースで健康診断をする参加者 署名コーナーで署名する人たち 虹のひろば健康相談ブース

地元ナガサキの生協ブース前で記念撮影クイズコーナーで楽しむ参加者たちフィナーレを飾る虹のひろば合唱団 虹のひろば各ブースは交歓の場でもありました

伝えよう 明日へ未来へ！
継承と創造～ヒロシマから平和な未来を築こう！

和
☆
R
O
C
K

I
P
R
A
Y
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ピースアクション in ヒロシマ－市民平和行進
　

広
島
県
生
協
連
で
は
、
広
島
県
被

団
協
や
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ど
市
民
６

団
体
で
「
２
０
１
４
市
民
平
和
行
進

広
島
県
連
絡
会
」
を
結
成
し
て
、
戦

争
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
に
向
け
て
、
１
９
７
９
年
か
ら

市
民
平
和
行
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
年
は
県
内
４
箇
所
と
、
８
月
４

日
に
広
島
市
内
か
ら
平
和
記
念
公

園
ま
で
、
延
べ
約
８
０
０
人
が
平
和

を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
行
進
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
島
根
県
、
四
国
４
県
か
ら

の
引
継
式
を
行
い
、
平
和
へ
の
熱
い

思
い
を
受
け
継
ぎ
、
広
島
平
和
記
念

公
園
ま
で
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
４ 

日
の
集
結
コ
ー
ス
は
、

出
発
式
で
は
主
催
者
挨
拶
（
吉
岡
広

島
県
被
団
協
副
理
事
長
、
殿
納
広
島

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
副
総
主
事
）、
組
合
員
代

表
の
菅
原
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
、
全
員
で
「
青
い
空
は
」

を
合
唱
し
出
発
、
行
進
に
は
広
島
県

内
だ
け
で
な
く
、
東
京
、
神
奈
川
、

静
岡
、
大
阪
、
鳥
取
な
ど
、
全
国
各

地
の
生
協
の
組
合
員
さ
ん
、
役
職
員

２
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
公
園
に
到
着
後
、
慰
霊

碑
に
献
花
し
、
供
養
塔
前
広
場
に
て

集
結
式
を
行
い
、
主
催
者
の
坪
井
広

島
県
被
団
協
理
事
長
、
岡
村
広
島
県

生
協
連
会
長
理
事
が
挨
拶
、
続
い
て

松
井
広
島
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
及

川
広
島
市
民
局
長
が
代
読
さ
れ
、
最

後
は
子
ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
の
大

平
鈴
音
さ
ん
か
ら
の
平
和
に
対
す
る

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
参
加
者
は
み

ん
な
感
動
し
ま
し
た
。

　

集
結
式
の
最
後
は
、
２
０
１
５
年

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
成
功
目
指
し

て
、
全
国
の
生
協
と
と
も
に
活
動
を

戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
未
来
を
目
指
し
て
…

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
、

２
０
１
４
年
の
市
民
平
和
行
進
集
結

式
を
終
え
ま
し
た
。

７月13日 福山市平和行進７月25日 廿日市市平和行進

７月26日 三次市平和行進７月27日 東広島市平和行進

７月26日 島根県との引継式：三次７月27日 四国の生協との引継式：因島

８月４日 出発式で挨拶する菅原さん８月４日 集結行進：広島市中心部

子ども碑めぐりガイド大平鈴音さん（中央）

８月４日先頭は右から岡村会長、坪井理事長、殿納副総主事

　　　　　　団体名　　　　　　       代表者名

 広島県原爆被害者団体協議会　 理事長  坪井　 直

 広島県原爆被害者団体協議会　 理事長  金子 一士

 広島県地域女性団体連絡協議会 会　長  仲島 武子

 （公財）広島ＹＭＣＡ 　　　　  総主事  上久保昭二

 広島県青年連合会               会　長  新矢　睦巳

 広島県生活協同組合連合会　　 会長理事   岡村　信秀

主催：2014 市民平和行進広島県連絡会 構成団体
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特　　　集

ピースアクション in ヒロシマ

今
声
を
出
さ
ね
ば 

〜
ナ
ガ
サ
キ
訪
問
記
〜

　

７
月
30 
日(

水)

、
カ
ー
プ
の
公

式
試
合
の
来
場
者
が
協
力
し
て
平
和

と
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
イ
ベ
ン
ト

「
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー
２
０
１
４
」
を

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
ピ
ー
ス

ナ
イ
タ
ー
の
始
球
式
を
行
っ
た
の

は
カ
ー
プ
の
元
選
手
で
野
球
解
説
者

の
山
本
一
義
さ
ん
。
現
役
時
代
の
背

番
号
７
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
マ
ウ
ン

ド
へ
。
対
戦
カ
ー
ド
は
カ
ー
プ
対
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
。
５
回
裏
終
了
時
に

は
、
地
元
高
校
生
や
、
組
合
員
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
た
ち
の
動
き
に
あ
わ
せ
、
入
場

時
に
配
布
し
た
緑
の
ピ
ー
ス
ポ
ス

タ
ー
を
掲
げ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を
緑
色

に
染
め
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
と
同

じ
高
さ
の
25 
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る

観
客
席
で
は
、
赤
色
の
ピ
ー
ス
ポ
ス

タ
ー
で
ピ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
表
現
。
約

２
万
７
０
０
０
人
の
来
場
者
が
一

体
と
な
っ
て
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を

願
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し

た
。

当
日
は
カ
ー
プ
の
選
手
と
審
判
も

ピ
ー
ス
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
プ
レ
ー

し
、
観
客
と
共
に
平
和
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

生
協
ひ
ろ
し
ま

ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー
２
０
１
４
を
開
催

入口でピースポスターを配布緑のポスターを掲げ平和をアピール

広生協連発第 2014―030 号
2014 年 7 月 15 日

内閣総理大臣
　安倍　晋三　殿

集団的自衛権行使を可能とする憲法解釈の変更に反対

広島県生活協同組合連合会
会 長 理 事 　岡村　信秀

　7月 1日、安倍内閣は、他国への攻撃に自衛隊が反撃する集団的自衛権の行使
を認める閣議決定をされました。集団的自衛権の行使容認については、報道各社
が実施した世論調査でも明らかなように、反対が賛成を上回り、多くの国民が不
安と疑念を抱いています。憲法の柱である平和主義を根本から覆す解釈変更に対
して強く反対します。

　戦後の歴代内閣は、戦争放棄と武器不所持をうたっている憲法第９条の下にお
いて、憲法解釈の整合性が保たれ、論理的に許容されている自衛権の行使は、我
が国を防衛するため必要最小限度の範囲にとどまるべきものであると解してきて
います。その時々の政権の判断で、憲法解釈を閣議決定し、この問題を進めてい
くことは、立憲主義、法治国家として根幹を揺るがす重大な問題であり、民主主
義国家を標榜する日本国が取るべき方策ではありません。

　ヒロシマは、人類史上初めての原子爆弾投下により、多くの市民が犠牲となり
ました。今なお被爆者の多くは、その後遺症に苦しんでおられます。私たちの願
いは、二度とそうした惨事を繰り返さないために、戦争も核兵器もない平和な世
界を実現させていくことです。

　成熟した国際社会において、世界の人々が力と脅威を背景とする武力行使では
なく、対話を重視した平和外交を貴殿に求めます。
　人類の恒久平和を求めるヒロシマからの、心からの願いをお聞きいただき、集
団的自衛権の行使については、将来に禍根を残さないために慎重かつ国民全体で
オープンな議論をしっかりと時間をかけて行うことを要望いたします。

以上

集団的自衛権行使を可能とする憲法解釈の変更に反対
広島県生協連では、集団的自衛権行使を可能とする憲法解釈の変更に反対する声明文
を安倍晋三内閣総理大臣に送りました。今後も政府の動きを注視していきます。

　

私
は
８
月
８
、９
日
に
長
崎
を
訪

れ
た
。
目
的
は
２
つ
あ
っ
た
。
１

つ
は
、
長
崎
と
広
島
に
お
け
る
「
生

協
虹
の
ひ
ろ
ば
」
の
到
達
点
評
価
と

平
和
祈
念
式
典
に
参
列
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
２
つ
は
、
平
和
活
動
に

お
け
る
日
本
生
協
連
、
長
崎
県
生
協

連
、
広
島
県
生
協
連
の
連
携
強
化
と

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

向
け
て
の
確
認
だ
。

　

１
つ
目
は
、
規
模
の
相
違
を
除
け

ば
、
両
県
と
も
「
継
承
と
創
造
」
を

相
当
意
識
し
て
お
り
、
若
者
や
子
ど

も
の
出
番
が
目
立
っ
た
。「
ビ
リ
ョ

ク
だ
け
ど
ム
リ
ョ
ク
じ
ゃ
な
い
」
を

合
言
葉
に
、
今
後
の
活
動
と
決
意
を

訴
え
た
ナ
ガ
サ
キ
高
校
生
平
和
大
使

に
よ
る
発
信
は
、
私
を
大
い
に
勇
気

づ
け
た
。
翌
日
の
平
和
祈
念
式
典
で

は
、被
爆
者
代
表
の
「
平
和
の
誓
い
」

の
中
で
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
は
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙

だ
」
と
安
倍
首
相
を
目
の
前
に
政
府

を
批
判
し
た
。
実
は
当
日
配
布
さ
れ

た
文
章
で
は
、
上
記
の
文
字
は
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
な
い
。私
は
そ
の
時
、

被
爆
者
の
切
実
な
叫
び
だ
と
受
け
止

め
、
そ
の
勇
気
あ
る
発
言
に
、「
今

声
を
出
さ
ね
ば
」
と
強
く
感
じ
た
。

　

２
つ
目
は
、
広
島
県
生
協
連
の
平

和
活
動
史
上
、
長
崎
県
生
協
連
と
広

島
県
生
協
連
は
必
ず
し
も
良
好
な
関

係
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本

生
協
連
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
本
年

３
月
か
ら
協
議
を
積
み
重
ね
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
意
義

あ
る
訪
問
で
あ
っ
た
。

広
島
県
生
協
連

　
会
長
理
事

　
岡
村

　
信
秀
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事務局だより

広島県生協連 2014 年度通常総会・第１回トップセミナー

　

６
月
25
日
（
水
）、
広
島
県
生
活

協
同
組
合
連
合
会
２
０
１
４
年
度
通

常
総
会
が
、
広
島
市
中
区
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ひ
ろ
し
ま
に
お
い
て

開
か
れ
ま
し
た
。
来
賓
、
役
員
、
代

議
員
が
会
場
に
そ
ろ
っ
た
午
後
１

時
、
難
波
隆
弘
常
務
理
事
の
開
会
挨

拶
と
進
行
司
会
に
よ
っ
て
総
代
会
の

議
長
が
ま
ず
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
選
出
さ
れ
た
広
島
中
央
保

健
生
協
藤
原
克
彦
常
務
理
事
が
、
議

長
の
席
に
つ
き
、
書
記
（
生
協
ひ
ろ

し
ま
：
森
畠
哲
司
課
長
）
を
任
命
し
、

総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
は
、
岡
村
会
長
理
事

の
挨
拶
、
続
い
て
広
島
県
環
境
県
民

局
県
民
生
活
部
長
川
上
俊
幸
氏
、
広

島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
村
上
光

雄
会
長
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合

会
浅
田
克
己
会
長
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
来
賓
が
会
場
か
ら
退

場
し
、通
常
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
半
頃
か
ら
始
ま
っ
た
通

常
総
会
は
、
①
２
０
１
３
年
度
活
動

報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
・
剰
余
金

処
分
案
承
認
の
件
②
２
０
１
４
年
度

活
動
方
針
な
ら
び
に
収
支
予
算
案
決

定
の
件
の
第
１・
２
号
議
案
、
第
３

号
議
案
役
員
補
充
選
任
の
件
、
役
員

報
酬
決
定
の
件
の
第
４
号
議
案
と
提

案
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
、
採
決
に
よ
っ
て
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

岡
村
会
長
理
事
か
ら
、
新
役
員
の
堀

正
登
監
事
が
紹
介
さ
れ
、
つ
づ
く
議

長
の
解
任
の
後
、
岡
野
龍
広
常
務
理

事
の
閉
会
の
挨
拶
に
よ
っ
て
通
常
総

会
は
、
無
事
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

２
０
１
４
年
度
通
常
総
会
開
催

　

２
０
１
４
年
度
通
常
総
会
に
引
き

続
い
て
、
同
会
場
で
第
１
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連

合
会
浅
田
克
己
会
長
。

　
『
第
12
次
中
期
計
画
で
生
協
が
目

指
す
も
の
―
原
点
を
見
つ
め
、
未
来

を
拓
く
』
と
題
す
る
浅
田
会
長
の
講

演
は
、
初
代
日
本
生
協
連
会
長
賀
川

豊
彦
が
生
協
に
託
し
た
こ
と
を
冒
頭

で
語
り
ま
す
。

　

賀
川
初
代
会
長
に
ま
つ
わ
る
話
の

中
で
浅
田
氏
は
、
初
代
会
長
が
生
協

の
理
念
を
実
に
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、「
協
同
組
合
の
精
神
を
一
口
に

い
へ
ば
助
け
合
ひ
組
織
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に

述
懐
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
生
協
の
理
念
「
助
け
合
い
」

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
が
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で
あ
り
、
３
・
11
の

東
日
本
大
震
災
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
、
浅
田
氏
は
具
体
的
な
例
を
挙

げ
な
が
ら
強
調
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、子
ど
も
の
数
が
激
減
し
、

超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
今
日
の
社
会

状
況
の
中
で
、
人
々
は
何
を
拠
り
所

に
す
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
福

祉
を
誰
が
担
う
の
か
、
と
い
っ
た
問

い
に
、
浅
田
会
長
は
、
生
協
が
社
会

形
成
の
主
役
の
一
人
に
な
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

　

最
後
に
浅
田
氏
は
、
日
本
の
生
協

の
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
、
第
12
次

中
期
計
画
の
重
点
課
題
を
、「
総
合

力
の
発
揮
」、「
つ
な
が
り
の
強
化
」、

持
続
可
能
な
経
営
体
質
づ
く
り
」
の

３
つ
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
信
頼
が
広
が
る
新
し
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
」
と
い
う
、
10

年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
提
示
し
て
講

演
を
終
り
ま
し
た
。　

2014年通常総会において祝辞を述べる川上俊幸環境県民局県民生活部長（右）、広島県農業協同組合連
合会村上光雄会長（中）、日本生活協同組合連合会浅田克己会長（左）

挨拶する岡村信秀会長理事報告をする高田公喜専務理事

新しく役員に就任した堀正登監事

講師：日本生活協同組合連合会浅田克己会長

通常総会の様子

第１回トップセミナーの様子
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会員だより

　

広
島
県
消
団
連
は
、
広
島
県
生
協

連
他
、
広
島
県
内
の
８
つ
の
消
費
者

団
体
が
加
盟
し
、
消
費
者
の
く
ら
し

と
健
康
、
権
利
を
守
る
た
め
生
活
の

各
分
野
に
お
け
る
幅
広
い
諸
団
体
が

相
互
に
連
絡
を
保
ち
、
連
帯
を
強
め

て
広
島
県
の
消
費
者
運
動
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、情
報
交
流
、

学
習
、
研
修
等
、
取
り
組
み
を
連
携

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
総
会
は
、
７
月
14

日
（
月
）
広
島
県
消
費
生
活
課
研
修

室
で
開
催
。
２
０
１
３
年
度
の
活
動

報
告
と
２
０
１
４
年
度
の
活
動
方
針

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
活
動
方
針
は
、

（1）
食
の
安
全
、
食
品
を
め
ぐ
る
諸
問

題
に
取
り
組
み
ま
す
。

（2）
く
ら
し
や
健
康
を
守
る
取
り
組
み

を
す
す
め
ま
す
。

（3）
行
政
や
消
費
者
団
体
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
ま
す
。

と
し
て
、
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

や
食
品
の
表
示
等
に
関
す
る
学
習
、

社
会
保
障
と
税
の
学
習
に
取
り
組

み
、
広
島
県
な
ど
の
審
議
会
や
委
員

会
に
参
加
し
て
、
消
費
者
の
要
望
が

施
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。
ま
た
広
島
県
と
共
催
で
、
消
費

者
の
つ
ど
い
２
０
１
４
の
開
催
や
消

費
者
団
体
の
活
動
交
流
な
ど
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
30
日
、
広
島
県
環
境
県
民
局

消
費
生
活
課
と
広
島
県
消
団
連
は
、

新
た
な
消
費
者
基
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

広
島
県
消
費
者
基
本
計
画
の
計
画

期
間
が
平
成
26
年
度
末
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
消
費
生
活
に
関
す
る
課

題
や
計
画
に
盛
り
込
む
内
容
等
に
つ

い
て
、
骨
子
案
の
概
要
説
明
、
質
疑

応
答
、
要
望
事
項
等
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
課
は
山
根
課
長
は
じ
め

６
名
が
出
席
し
、
広
島
県
消
団
連
は

６
団
体
８
名
が
出
席
。

　

主
な
意
見
と
し
て
は
、
消
費
者
教

育
の
重
視
、
相
談
体
制
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
相
談
業
務
の
一
元
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
伴
っ
た
相
談
体
制
の
充

実
強
化
等
を
要
請
し
ま
し
た
。ま
た
、

出
前
講
座
講
師
な
ど
各
団
体
が
も
っ

て
い
る
資
源
や
、
情
報
（
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
等
）
の
一
元
化
、
各
団
体
の

活
動
内
容
や
、
広
島
県
と
連
携
し
た

取
り
組
み
の
広
報
等
、
有
効
活
用
す

る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

広島県消費者団体連絡協議会（広島県消団連）情報

２
０
１
４
年
度
総
会
を
開
催

広島県生協大会は、毎年1回、広島県生協連に所属する会員生協
の組合員、役職員が広く集い、時宜に応じたテーマで学習交流をし
ています。
生協は、共助・互助の組織として、地域社会づくりに参画すること
が期待されています。今年の生協大会のテーマは、「これからの地
域づくりと生協の関わり」について考えたいと思います。記念講演
は、里山資本主義を推奨している、ＮＨＫ報道局チーフプロデュー
サー井上恭介氏にご講演いただき、ミニシンポジウムでは地域活性
化策を探ります。

■日　時　2014年 10月 23日（木）13：00～ 16：00
■場　所　サテライトキャンパスひろしま 大講義室
　　　　　（広島県民文化センター5階）
■内　容（予定）
　　　　　(1) 式典
　　　　　(2) 記念講演　演題「里山資本主義と生協への期待」
　　　　　　　（仮題）
　　　　　 講師：ＮＨＫ報道局チーフプロデューサー  井上恭介氏
　　　　　(3) 地域活性化研究会ミニシンポジウム

第43回広島県生協大会のご案内

　　　　所　属　団　体 　　　　役　職 　  名　前
( 公社 ) 広島消費者協会 　　　　会　長 徳田　洋子
JA広島県女性組織協議会 　　　　会　長 松本　治美
呉市消費者協議会 　　　　　　　　 会　長 清田　清美
広島県地域女性団体連絡協議会　　  会　長 仲島　武子
廿日市市消費者協会             会　長 是佐　恵美子
因島消費者協会                          会　長 吉本　田鶴子
NPO法人消費者ネット広島　　　　 理事長 吉富　啓一郎
広島県生活協同組合連合会           会長理事  岡村　信秀

【広島県消費者団体連絡協議会　構成団体】

※2014年度広島県消団連 会　長　徳田洋子（広島消費者協会）
　　　　　　　　　　　　　副会長　松本治美（ＪＡ広島県女性組織協議会） 意見交換会の様子

山根消費生活課長

「
広
島
県
消
費
者
基
本
計
画
」

策
定
に
係
る
意
見
交
換
会
を

開
催
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７
月
17
日
〜
19
日　

宮
城
県
の
石

巻
、
気
仙
沼
、
南
三
陸
の
復
興
状
況

を
視
察
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

今
か
ら
３
年
４
か
月
前
、
小
雪
が

舞
う
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
、
ま
ず
は
食
料
を
中
心

に
初
動
対
応
を
し
よ
う
と
、
野
営
も

辞
さ
な
い
覚
悟
で
向
か
っ
た
時
の
こ

と
を
思
い
出
す
。

　

情
報
が
錯
綜
す
る
中
、
10
名
の
役

職
員
で
緊
急
物
資
と
燃
料
を
ト
ラ
ッ

ク
に
の
せ
て
、
震
災
直
後
の
仙
台
市

に
向
け
て
出
発
し
た
。福
島
県
で
は
、

福
島
第
一
原
発
の
放
射
能
が
大
量
に

漏
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
っ

て
、
被
爆
の
恐
怖
と
寒
さ
に
震
え
な

が
ら
現
地
に
赴
い
た
。
し
か
し
、
２

日
を
か
け
て
１
２
０
０
㎞
を
移
動
し

た
彼
方
に
は
、
想
像
を
遥
か
に
超
え

た
惨
劇
が
待
っ
て
い
た
。

　

南
北
約
５
０
０
㎞
に
及
ん
だ
東
日

本
大
震
災
の
被
害
の
規
模
は
、
あ
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の
３
９
０
倍
の
規

模
で
あ
っ
た
。
あ
の
瓦
礫
の
山
と
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
た
地
上
の
光
景

は
、
今
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
少
な

い
。
が
、
津
波
に
襲
わ
れ
壊
れ
た
校

舎
や
建
物
は
象
徴
的
に
元
の
場
所
に

あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
光
景
を
再
び
目
に
し

て
、
コ
ー
プ
み
や
ぎ
の
親
し
い
職
員

に
出
会
え
た
と
き
に
は
、
只
、
無
言

で
お
互
い
に
抱
き
合
う
し
か
な
か
っ

た
。
沿
岸
地
域
で
は
、
い
ま
で
も
地

盤
沈
下
が
ひ
ど
く
、
石
巻
で
は
70
㎝

も
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
土
地
を
嵩

上
げ
し
、
再
び
建
物
を
建
て
る
に
は

あ
と
２
年
く
ら
い
か
か
る
と
聞
い

た
。
結
果
と
し
て
、
石
巻
で
は
、
人

口
が
１
万
人
も
減
少
し
て
い
る
と
い

う
。
元
の
土
地
に
戻
り
た
い
と
い
う

被
災
者
は
約
４
割
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
い
ま
だ
恐
怖
が
人
々
の
心
の
内

に
あ
る
よ
う
だ
。

広島県労働者福祉協議会研修（東日本）報告

普通の生活へ
東日本大震災への復興
広島県生協連専務理事　高田公喜

　

人
間
に
と
っ
て
と
て
つ
も
な
い
災

害
は
、
広
島
の
原
爆
も
そ
う
だ
が
、

「
あ
の
惨
劇
を
想
い
だ
し
た
く
な
い

の
で
建
物
や
学
校
な
ど
を
撤
去
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
と
、「
後
世

に
語
り
継
ぐ
必
要
が
あ
る
か
ら
残
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
に
二
分
さ

れ
る
。

　

石
巻
漁
港
の
周
辺
で
は
、
水
産
物

の
加
工
会
社
も
多
い
。
あ
る
缶
詰
工

場
で
は
、
大
量
の
缶
詰
が
津
波
被
害

に
あ
い
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

缶
詰
の
回
収
作
業
に
参
加
し
て
、「
希

望
の
缶
詰
」
と
し
て
販
売
さ
れ
た
と

い
う
。
そ
う
し
た
出
来
事
が
語
り
伝

え
ら
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
か
、
石

巻
に
は
、
い
ま
ま
で
28
万
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
い
る
と
い

う
。

　

仮
設
住
宅
は
、
期
間
的
に
は
す
で

に
退
去
す
る
時
期
に
入
っ
て
い
る

が
、
公
営
住
宅
な
ど
の
建
設
が
遅
れ

て
い
る
た
め
か
、
商
店
街
も
仮
設
の

商
店
街
で
頑
張
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

気
仙
沼
、
南
三
陸
も
同
じ
状
況
で

あ
る
。
気
仙
沼
で
は
、
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
の
尾
形
さ
ん
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
彼
は
、
東
北
電
力

に
長
年
勤
め
た
後
退
職
さ
れ
、「
被

災
者
の
皆
さ
ん
が
泣
き
な
が
ら
言
わ

れ
た
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、
尾
形

さ
ん
は
、「
今
日
を
一
生
懸
命
に
生

き
る
。
命
を
大
切
に
、
人
を
想
う
」

こ
の
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
力
説
さ

れ
て
い
た
。

　

震
災
直
後
、
物
資
を
被
災
地
に
届

け
て
広
島
に
帰
っ
て
き
た
と
き
、「
あ

〜
、
な
ん
て
日
常
の
暮
ら
し
は
い
い

も
の
な
ん
だ
ろ
う
。」
と
実
感
し
た

も
の
だ
。
そ
の
こ
と
を
改
め
て
思
い

出
し
、
東
北
の
人
々
が
、
普
段
の
生

活
を
一
日
も
早
く
と
り
も
ど
し
、
そ

れ
以
上
の
幸
福
感
を
味
わ
え
る
時
が

来
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
支
援
を
続

け
た
い
も
の
だ
。

鉄骨だけが残された建物跡

いまでは渡る人のない生活のための橋

がれきは取り除かれたが、復興の進まない土地

鉄路は錆びて生い茂る夏草

第
１
回
組
織
委
員
会
報
告

■
開
催
日　

　

２
０
１
４
年
６
月
18
日
（
水
）

■
会　

場　

　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

出
席
（
敬
称
略
）　

佃
（
広
島
県
学
校

生
協
）、
檀
浦
（
広
島
県
高
校
生
協
）、

上
田
、
戸
田
、
森
畠
（
生
協
ひ
ろ
し

ま
）、
藤
原
（
広
島
中
央
保
健
生
協
）、

越
智
（
日
立
造
船
因
島
生
協
）、
山

本
（
広
島
県
労
済
生
協
）、
宮
澤
（
福

山
医
療
生
協
）、
高
田
、
福
島
、
為

政
（
広
島
県
生
協
連
）

【
主
な
内
容
】

１ 

２
０
１
４
年
度
広
島
県
生
協
連
通

常
総
会
の
議
案
説
明
な
ら
び
に
当
日

運
営
に
つ
い
て

　

議
案
書
に
基
づ
き
２
０
１
４
年
度

活
動
方
針
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
総

会
当
日
の
運
営
に
つ
い
て
確
認
し

た
。

２ 

２
０
１
４
年
度
平
和
の
取
り
組
み

　

に
つ
い
て

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
協
議
し
、

確
認
し
た
。
ま
た
直
近
の
平
和
情
勢

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
お
こ
な
っ

た
。

(1)
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ンin

ヒ
ロ
シ
マ

　

に
つ
い
て

(2)
子
ど
も
ガ
イ
ド
、
ヒ
ロ
シ
マ
ガ
イ

　

ド
養
成
講
座
並
び
に
虹
の
ひ
ろ
ば

　

合
唱
団
の
中
間
報
告

(3)
２
０
１
４
市
民
平
和
行
進
に
つ
い

　

て
３ 

２
０
１
４
年
度
広
島
県
生
協
連
の

　

組
織
委
員
会
活
動
方
針
に
つ
い
て

　

確
認
し
た
。
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■
日

　
時  

２
０
１
４
年
７
月
11
日

　
（
金
）
13
時
40
分
〜
15
時
05
分

■
場

　
所  

広
島
県
生
協
連　

　

３
階
会
議
室

■
出
　
席　

20
名
中
16
名
出
席

　
（
理
事
17
名
中
14
名
出
席
、

　

監
事
３
名
中
２
名
出
席
）

（
出
席
理
事
）
岡
村
、
高
田
、
馬
場
、

盛
谷
、
岡
野
、
横
山
、
斉
藤
、
上
田
、

近
江
、
川
本
、
乃
美
、
吉
山
、
武
田
、

金
築

（
出
席
監
事
）
花
田
、
堀

□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基

づ
き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
可
能
と
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更

に
反
対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

（
第
２
号
議
案
）
マ
ス
コ
ミ
（
支
局

長
ク
ラ
ス
）
と
の
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

（
第
３
号
議
案
）
２
０
１
５
年
（
平

成
27
年
）
広
島
県
へ
の
要
請
事
項
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

（
第
４
号
議
案
）
常
務
理
事
会
専
決

事
項

１ 

他
団
体
の
公
職
承
認
の
件

(1)
広
島
県
農
業
関
係
施
策
検
討
会
議

　

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

(2)
一
般
社
団
法
人
広
島
県
森
林
整
備

　

・
農
業
振
興
財
団
理
事
の
委
嘱
に

　

つ
い
て

(3)
広
島
県
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の

　

委
嘱
に
つ
い
て

２ 

コ
ー
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
任

　

に
つ
い
て

（
第
５
号
議
案
）
第
43
回
広
島
県
生

協
大
会
の
実
施
要
綱
（
案
）
に
つ
い

て（第
６
号
議
案
）
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
へ
の
派
遣
と
こ
の
間

の
情
勢
に
つ
い
て

□
協
議
・
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

提
案
説
明
を
行
い
、
協
議
の
結
果
、

全
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

（
第
７
号
議
案
）
平
和
活
動
関
連

（
２
０
１
４
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ンin

ヒ
ロ
シ
マ
、
２
０
１
４
市
民
平
和
行

進
）
の
最
終
案
内
と
要
員
協
力
の
お

願
い

（
第
８
号
議
案
）
一
般
活
動
報
告

１ 

２
０
１
４
年
度
通
常
総
会
議
事

　

録
及
び
報
告
書

２ 

２
０
１
４
第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

　

ナ
ー
報
告

３ 

戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な

　

世
界
を
市
民
の
集
い
報
告

４ 

審
議
会
報
告
（
広
島
県
農
業
関

　

係
施
策
審
査
検
討
会
議
）

５ 

委
員
会
活
動
報
告
（
組
織
委
員

　

会
、
地
域
活
性
化
研
究
会
、
福
祉・

　

介
護
委
員
会
）

６ 

第
30
回
中
四
国
生
協
・
行
政
合

　

同
会
議
に
つ
い
て

７ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国
会
決

　

議
の
実
現
を
求
め
る
広
島
県
民
集

　

会
報
告
に
つ
い
て

福祉・介護委員会報告・地域活性化研究会報告・理事会報告

理
事
会
報
告

開催日：2014年 7月 9日（水）
会　場：広島県生協連3階会議室
出席（敬称略）：盛谷、大野（広島中央保健生協）、斉藤、本
浦、山本（広島医療生協）、岡崎、西谷（生協ひろしま）、高
田、福島、為政（広島県生協連）
【主な内容】
1．介護保険制度改訂・新しい地域支援事業に関して協議を
　  行い、以下を決定した。
（１）学習会の開催（介護保険制度改定の内容理解する学習
　　  会を9月8日に開催する）
（２）市町ヒアリング（市区町村別生協の地域資源と背景一
　　  覧表を作成する）
（３）市町訪問（地域別に主幹生協を決め、8月に各市町と
　　  訪問日を決定する。訪問は9～10月）
２.　課題の進捗について確認した。
（１）生協版地域包括センター構想について（ワーキングチー
　　ムを発足、地域包括ケアシステムを学びながら、生協と
　　してどのような地域ケアをめざすのかイメージと方向性
　　を考案し提案する。）
（２）福祉介護人材育成（教育研修）について（ミドルマネ
　　 ジャー研修を10月 16日に開催する）
（３）福祉事業実績管理表（新フォーマットを使って、5月
　　  実績をもとに交流を行った。）
３.   視察（トップケーススタディ）について
　　医療生協と購買生協が連携して取り組みを進める青森県
　　を視察する。10月 2～ 3日に実施予定。

開催日：2014年 7月 22日（火）
会　場：広島県生協連　3階会議室
出席（敬称略）：国本広島市佐伯区長、佐田尾中国新聞社論説副主幹、
佐々木修大教授、丸山リエゾン地域福祉研究所代表、尾崎日本生協連
震災支援ボランティア活動担当、岡崎生協ひろしま福祉事業部長、徳
永生協ひろしま無店舗事業部長、高成田日本労働者協同組合連合会セ
ンター事業団本部長、高田広島県生協連専務理事、上田広島県生協連
理事、福島広島県生協連事務局長
【主な内容】
１．実践報告「コープおきなわの取組に学ぶ」
　　（講師：コープおきなわ理事長スタッフ　石原修氏）
　コープおきなわが離島を中心に取り組んでいる、「地域を元気にする
取り組み」について、石原修氏に実践報告をいただきました。
　コープおきなわでは、基本理念である「ともに創る　くらしと未来」
のもと、地域や他団体と連携して、地域の資源（もずくや黒糖）を生
かした商品開発によるモデル事業を展開し、産業の健全化を行うだけ
でなく、小中学生の教育（東大生によるサマースクールの開催や沖縄
芸大との作品作成）にも力を入れ、地域おこしに取り組んでいます。
　地域や行政と一緒に取り組むことで近い関係になり、様々な協議会
への参加要請、地域イベントの協力依頼など生協の存在価値が向上し、
地域の活性化にも繋がっていると報告があり、その後、意見交流を行
いました。研究会として、大いに参考になる実践事例報告となりました。

第１回福祉・介護委員会報告 第７回地域活性化研究会報告

広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

２
０
１
４
年
度　

第
１
回

地域活性化研究会の様子コープおきなわ　石原修氏
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日々のことから
広島平和記念資料館館長

志賀　賢治
しが　　けんじ

広島市出身。1952年生まれ。
1978年名古屋大学法学部卒業。広
島市役所入所。情報政策担当部長、
広島市立大学事務局長、健康福祉局
長などを歴任し、2013年退職。
2013年 4月より現職。　

　

７
月
中
旬
、
在
京
の
出
版
社
か

ら
大
判
の
写
真
集
が
届
き
ま
し
た
。

真
っ
白
い
カ
バ
ー
に
は
、
藍
色
の
地

に
花
模
様
の
ブ
ラ
ウ
ス
の
写
真
が
あ

し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

書
名
は
、『From

　

ひ
ろ
し
ま　

石
内 

都
』（
２
０
１
４　

求
龍
堂
）。

　

当
資
料
館
が
収
蔵
す
る
遺
品
の

数
々
を
、
２
０
０
７
年
か
ら
撮
影
し

続
け
る
写
真
家
、
石
内
都
氏
の
最
新

作
品
集
で
す
。
７
年
の
間
に
撮
ら
れ

た
遺
品
は
、
百
数
十
点
。
写
真
集
に

は
、
そ
の
う
ち
87
点
の
遺
品
の
写
真

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

数
年
前
、
石
内
さ
ん
の
作
品
に
初

め
て
触
れ
た
と
き
、
遺
品
の
一
つ
ひ

と
つ
を
、
と
て
も
美
し
く
感
じ
ま
し

た
。
美
し
過
ぎ
る
、
そ
う
言
っ
て
も

い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

石
内
氏
の
撮
っ
た
紫
の
ワ
ン
ピ
ー

ス
は
、
到
底
69
年
前
に
な
く
な
っ
た

方
の
遺
品
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
鮮
や

か
で
す
。
で
も
、
裁
縫
上
手
の
節
子

さ
ん
が
、
羽
織
を
仕
立
て
直
し
、
染

め
な
お
し
て
、
あ
の
日
、
職
場
に
着

て
行
き
、
12
日
後
に
亡
く
な
る
ま
で

着
用
し
て
い
た
も
の
で
す
。
23
歳
、

ス
タ
イ
ル
自
慢
の
節
子
さ
ん
に
と
て

も
似
合
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

当
館
が
お
預
か
り
し
て
い
る
２
万

点
余
の
収
蔵
品
の
殆
ど
は
、
決
し
て

美
し
い
と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
数
千
度
の
熱
線
と
凄
ま
じ
い

爆
風
、
そ
し
て
、
と
て
つ
も
な
い
放

射
線
に
曝
さ
れ
た
醜
く
、
あ
の
日
の

凄
惨
な
記
憶
を
留
め
る
、
そ
ん
な
資

爆
の
実
相
』
を
語
り
継
ぐ
新
た
な
試

み
と
も
云
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

当
館
は
、
今
日
ま
で
に
数
千
点
を

越
え
る
遺
品
を
お
預
か
り
し
、
保
管

し
て
い
ま
す
。
今
に
至
る
も
寄
贈
は

絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ら
は
、
何
れ
も
遺
族
の
努
力
に
よ
っ

て
、時
代
の
僅
か
な
隙
間
を
縫
っ
て
、

当
時
を
偲
ば
せ
る
姿
で
保
存
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

遺
品
た
ち
は
、
展
示
を
待
っ
て
、

恒
温
恒
湿
に
保
た
れ
た
地
下
の
収
蔵

庫
に
静
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

料
や
遺
品
た
ち
ば
か
り
で
す
。
そ
う

し
た
被
爆
資
料
や
遺
品
、
被
爆
者
た

ち
の
記
憶
を
身
近
に
し
て
き
た
私
た

ち
に
と
っ
て
、
被
爆
に
ま
つ
わ
る
も

の
は
、
あ
る
意
味
『
美
し
く
あ
っ
て

は
い
け
な
い
』
も
の
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。石
内
さ
ん
の
作
品
は
、

そ
ん
な
固
定
観
念
を
頑
に
持
ち
続
け

て
い
た
私
た
ち
を
、
静
か
に
た
し
な

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

作
品
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
は
、
あ
の
惨
劇
に
直
截
的
に
目
を

向
け
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ

の
惨
劇
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
一
人

ひ
と
り
の
日
常
に
思
い
を
馳
せ
る
こ

と
、
遺
品
の
持
ち
主
た
ち
の
〞
美
し

か
っ
た
〞『
生
』
を
共
有
す
る
こ
と

に
最
大
限
の
力
を
注
ぐ
こ
と
の
大
切

さ
。私
た
ち
に
連
な
る
い
の
ち
、『
生
』

と
の
、
時
、
場
所
を
超
え
て
の
連
帯

と
云
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。『
死
者
と
の
対
話
』
で
す
。

　

あ
の
日
か
ら
70
年
、想
像
す
る
力
、

感
じ
る
力
、共
感
す
る
力
に
よ
る『
被

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　
「
近
頃
の
若
い
も
の
は
…
」。
有
史
以

来
つ
ぶ
や
か
れ
て
き
た
人
類
の
大
人
の

嘆
き
だ
。
事
実
、「
８
月
６
日
は
、
８

月
15
日
は
何
の
日
？
」
と
問
わ
れ
て

ま
っ
た
く
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
答
え
を
発

す
る
大
勢
の
若
者
を
報
道
に
よ
っ
て
目

に
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。

　

そ
う
し
た
若
者
や
子
ど
も
に
対
す
る

認
識
を
改
め
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
よ

り
〝
眼
か
ら
鱗
が
…
〞
と
い
う
大
き
な

衝
撃
を
今
号
の
特
集
取
材
で
受
け
た
。

　

夏
の
暑
い
さ
な
か
、
説
明
す
る
文
章

を
考
え
そ
れ
を
頭
に
覚
え
さ
せ
、
何
度

も
何
度
も
語
り
の
練
習
を
重
ね
る
。
自

分
で
「
平
和
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お

う
！
」と
進
ん
で
参
加
し
た
と
は
い
え
、

忍
耐
と
我
慢
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る

『
こ
ど
も
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
』。

　

ま
た
、
自
己
を
表
現
す
る
こ
と
が
好

き
、
と
は
い
え
、
激
し
い
身
体
の
動
き

や
繊
細
な
心
を
表
現
す
る
。
指
導
者
の

厳
し
い
叱
咤
の
言
葉
に
あ
ふ
れ
る
涙
を

物
と
も
せ
ず
、
繰
り
返
すI PRA

Y

の

舞
台
稽
古
。

　
「
平
和
に
つ
い
て
自
分
た
ち
が
次
の

世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
…
」
と
い
う
熱

い
想
い
。
こ
の
子
た
ち
が
、
確
実
に
平

和
と
命
の
尊
さ
を
未
来
に
伝
え
て
く
れ

そ
う
だ
。（
Y
）

死者との対話

７月 30日、石内さんは 15日に寄贈された
ばかりのブラウスを撮影して行かれました。


